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表情合成画像を用いた笑顔優位効果の検討
Study of Happy Face Superiority Effect with the Use of  















The recent facial expression studies suggest that a happy face is more dominant in perception than an angry face. In 
this study, I experimentally examined under which conditions the happy face superiority effect occurs. The visual stimuli 
were the composite images of happy and anger faces of the same model at various ratios. The images were presented at 
the center, at the right or at the left visual field of the participants to examine the hemispheric asymmetry. The partici-
pants judged whether the expression of each image appeared to be happy or angry. It was found that a significant happy 
face superiority effect occurred when the images were presented at the central vision with a short presentation duration. 
We also found a hemispheric asymmetry between the female and male participants when the model of the images was 





Hager & Ekman, 1979; Hess, et al., 1997; Milders, et al., 2008）。この表情認識に関するバイアス
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は笑顔優位性効果（Happy face superiority effect）と呼ばれている（Svegar, et al., 2013）。こうし
た笑顔へのバイアスに関しては，他のネガティブな表情（怒り顔や悲しい顔）と比較して注意をひ
きやすい，記憶しやすい，離れた距離から見た場合に他の表情より識別しやすい，他の表情と比












元の表情画像としては ATR 表情データベース DB99 を用い，モーフィング画像作成用ソフト
ウェア MorphAgeExpress（Creaseed）によって作成した合成表情画像を実験に用いた。合成表情
画像はプレゼンテーション用ソフトウェア PowerPoint 2013 (Microsoft）を用いてパーソナルコ
ンピュータ（EPSON NJ3700E）のディスプレイ上に提示した。視距離は 60 cm とし，実験参加者
は両眼で観察した。画面の平均輝度は約 100 cd/m2 であった。
２．２　実験参加者
4 名（男性 1 名，女性 3 名，平均年齢 38 歳）が実験に参加した，全員が矯正視力を含む正常な
視力を有していた。
２．３　視覚刺激
ATR 表情データベース DB99 の表情画像から男性モデル 2 名，女性モデル 2 名の笑顔の画像，
怒り顔の画像を選出した。モーフィングにより笑顔と怒り顔をいろいろな比率で合成し，モデル






































は大脳半球機能差がある（Davidson, 1992; Tucker, 1981）。表情の認識に関しても同様の大脳半球
機能差があるとする説がある（Killgore & Yurgelun-Todd, 2007; Rodway, et al., 2003）。それによ
れば，表情認識に関する情報処理は相対的に右半球の関与が大きいために，表情認識の際には左
視野からの影響が強くなる（Butler & Harvey, 2005; Burt & Perrett, 1997; Cataneo, et al., 2014）。
左視野に投影された視覚情報は右半球で処理されるからである。左半球がポジティブな表情の認
識に関与する一方で，右半球はネガティブな表情の認識に関与するという仮説もある（Alhern & 




半球機能差が存在することを示している（Liu, et al., 2009）。さらに，女性よりも男性の大脳にお
いてこうした機能分化が顕著であるとする指摘も多い（Geschwind & Galaburda, 1985）。大脳皮
質の体積を測定した研究においても，大脳半球における各部位の体積の左右差は女性よりも男性
において顕著であることが近年報告されており，大脳半球機能差の構造的な基礎となっている可
能性が指摘されている（Goldberg, et al., 2013）。
表情画像のモデルの性別に関しては，曖昧な表情の画像を評定する場合，モデルが男性の場合
は怒り顔であると判断されがちな一方で，モデルが女性の場合には笑顔だと判断されがちだとい






（EPSON NJ3700E）の 15.6 インチディスプレイ上に視覚刺激を提示した。視距離は 60 cm とし，




本実験の参加者は成人 16 名，うち男性 8 名（平均年齢 34 歳），女性 8 名（平均年齢 31 歳）であり，
全員が矯正視力を含む正常な視力を有していた。内 2 名は実験の目的を知っている心理物理実験
の経験者であり，その他の 14 名は実験の目的に関してナイーブで，かつその内 10 名は心理物理
実験も初めてであった。
３．２．３　視覚刺激








することを事前に口頭で説明した。実験の前にあらかじめ H. N. きき手テスト（八田，1996）を実
施し，全実験参加者全員が右利きであることを確認した。実験参加者は実験中のキー操作を右手
のみで行った。
各試行ではまず，凝視のための十字（赤色）が 0.5 秒提示された。続いて 0.2 秒間，左視野，中
央あるいは右視野に表情画像が提示された。表情画像が消えた後は再び十字（青色）が提示された。
この十字が提示されている間に実験参加者は，表情が笑顔か怒り顔かを判断し，笑顔だと判断し
たのであればキーボード上の y のキーを，怒り顔だと判断したのであれば n のキーを押して評
価した。これを1試行とした（図２）。1セッションは画像枚数20枚（モデル４通り×混合率５通り）
×提示位置 3 通り（左視野，中央，右視野）×繰り返し 2 回の 120 試行とし，実験参加者 1 名につ












































機能差が存在しており（Liu, et al., 2009），女性よりも男性の大脳において機能分化が顕著である
とする指摘（Geschwind & Galaburda, 1985）や，大脳半球における各部位の体積の左右差は女性





















































が主流であり（Hansen & Hansen, 1988），ターゲット探索において怒り顔の方が他の表情よりも
早く正確に認知されるという研究もある（Savage et al., 2013）。その一方で，笑顔は他者との協
力関係を維持するという点から重要であるために，他の表情よりも優先的に正確に認識されると
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